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─
─
磐
田
市
で
事
業
展
開
し
よ
う
と
考
え

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

粟
屋　
海
沿
い
に
あ
る
竜
洋
工
業
団
地
で

は
、
騒
音
の
心
配
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ

れ
と
防
潮
堤
を
築
い
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
で
気
持
ち
的
に
楽
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
あ
と
、

日
本
の
真
ん
中
に
あ
る
こ
と
で
、
宅
配
便

で
送
る
と
き
に
と
て
も
効
率
が
い
い
と
こ

ろ
で
す
。

秋
田　
ま
ず
は
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
。

名
古
屋
、
東
京
、
大
阪
の
三
大
消
費
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
い
い
こ
と
。
水
質

が
よ
く
、
た
く
さ
ん
水
が
取
れ
る
こ
と
。
こ

の
三
つ
を
最
低
条
件
と
し
て
探
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
市
の
産
業
政
策

課
の
職
員
が
企
業
誘
致
や
陸
上
養
殖
場
に

対
し
て
熱
心
だ
っ
た
こ
と
。
市
の
関
係
者

の
熱
意
と
僕
ら
の
熱
意
が
う
ま
く
掛
け
合

わ
さ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

井
口　
本
社
は
、
掛
川
市
の
沿
岸
部
で
、

地
震
、
津
波
、
原
発
の
影
響
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
、
い
わ
ば
三
重
苦
の
立
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
社
で
は
、
新
た
な
研
究
開
発
拠
点
の

場
所
が
必
要
と
な
り
、
災
害
を
回
避
す
る

安
心
な
地
と
し
て
下
野
部
工
業
団
地
を
選

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
磐
田
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
お
客
様
へ
の
行
き
来
が
活
発
と
な
り
、

研
究
開
発
が
加
速
で
き
る
場
所
に
な
っ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
事
業
に
取
り

組
ま
れ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

粟
屋　
完
全
に
下
請
業
者
な
の
で
新
規
拡

大
し
て
い
っ
て
何
か
事
業
の
柱
と
な
る
も

の
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
一
心
と
、
誰
も

や
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
分
野
を
開
拓
し

た
い
と
い
う
思
い
で
、
と
に
か
く
誰
も
や

っ
て
い
な
い
分
野
を
探
し
ま
く
っ
た
と
い

う
感
じ
で
す
。

秋
田　
我
々
は
高
齢
者
の
雇
用
機
会
拡
大

を
狙
い
、
安
心
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る

場
所
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
の
水

産
業
の
社
会
課
題
を
解
決
す
る
一
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、
本
業
で
培
っ
た
電
力
会
社

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
応
用
で
き
る
の

で
、
電
力
会
社
が
海
の
養
殖
で
や
る
よ
り

も
、
陸
で
養
殖
を
や
る
の
が
一
番
い
い
の

で
は
と
考
え
、
採
用
し
ま
し
た
。

井
口　
世
の
中
で
は
電
気
自
動
車
に
な
っ

て
く
る
と
触
媒
は
要
ら
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
水
素
社
会
に
向
け
て
、
燃
料
電
池

用
自
動
車
材
の
開
発
製
造
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
事
業
化
す
る
部
門
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に

つ
い
て
も
多
角
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
室
を
立
ち
上
げ
、
全

く
新
し
い
農
業
の
分
野
を
地
域
の
方
た
ち

と
地
域
活
性
化
の
た
め
に
手
が
け
る
と
い

う
形
を
考
え
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
事
業
展
開
を
ど
の
よ
う
に
思
い

描
い
て
い
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

粟
屋　

今
回
開
発
し
た
製
品
を
全
国
の

「
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
」
の
現
場
で
ご
使

用
い
た
だ
き
、
施
工
管
理
に
寄
与
す
る
こ

と
で
イ
ン
フ
ラ
等
の
寿
命
向
上
に
つ
な

が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト　

構
造
物
の
塩
害
に
よ
る
鉄
筋
の

腐
食
を
バ
ネ
の
技
術
を
生
か
し
た
電
気
防

食
で
土
木
・
建
築
分
野
の
問
題
解
決
の
一

助
と
な
る
工
法
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

秋
田　
基
本
的
に
は
全
部
冷
凍
で
す
。
こ

れ
か
ら
、
生
き
た
ま
ま
の
エ
ビ
も
出
荷
し

て
い
こ
う
と
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

賞
味
期
限
が
あ
る
の
で
結
局
、
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
ら
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
だ
と
食
品
廃
棄
物
を
増
や
す
こ
と
に

な
る
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
そ
れ

を
減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
食
品
廃

棄
物
を
減
ら
す
た
め
に
、
生
鮮
よ
り
も
冷

凍
を
推
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
口　
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
室
で
の
取
組

の
一
例
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
の
農
業
利
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
工
場
の
排
気
ガ
ス
の

浄
化
と
Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
出
す
と
い
う
技
術

で
す
。
こ
れ
を
私
ど
も
の
持
っ
て
い
る
技

術
で
成
り
立
た
せ
よ
う
と
。
取
っ
た

Ｃ
Ｏ
２
を
植
物
の
増
産
や
成
長
促
進
に
使

い
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
市
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

粟
屋　
県
と
の
仲
立
ち
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
工
場
関
係
の

方
や
工
場
資
材
と
の
関
係
が
多
く
、
土
木

関
係
の
方
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
難
し
い
の

で
、
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田　
自
治
体
と
連
携
し
て
営
利
目
的
で

は
な
く
て
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
そ
う

い
う
こ
と
を
市
や
議
会
が
発
信
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口　
市
で
も
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
す

が
、
も
っ
と
も
っ
と
産
官
学
含
め
た
形
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提
供
な
ど

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
非
常
に
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
取
材
を
通
し
て
、
世
の
中
の
変
化
を

捉
え
て
時
代
に
あ
っ
た
産
業
が
生
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
新
た
な
産
業
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
拡
大
や
地
域

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
て
も
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
た
産
官
学
の
連
携
を
意
識
し
た

政
策
へ
の
取
組
に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
会
社
概
要
】

●
海
幸
ゆ
き
の
や
合
同
会
社

日
本
最
大
規
模
で
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
陸

上
養
殖
を
行
っ
て
い
る
会
社
。
電
力
会

社
と
陸
上
養
殖
プ
ラ
ン
ト
開
発
会
社
が

新
会
社
を
設
立
し
、
竜
洋
地
区
で
事
業

を
開
始
し
て
い
る
。

●
遠
州
ス
プ
リ
ン
グ
有
限
会
社

バ
ネ
・
コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ
の
製
造
を

行
っ
て
い
る
会
社
。
土
木
・
建
築
分
野

や
一
般
消
費
者
向
け
商
品
開
発
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

●
株
式
会
社
キ
ャ
タ
ラ
ー

自
動
車
触
媒
の
国
内
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
。
燃
料
電
池
用
自
動
車
材
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
事
業
な
ど
新

分
野
へ
の
技
術
応
用
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　磐田市で今までなかった新たな産業に取り組んでいる企業があります。今回、新事業
を展開された思いや、今後の事業展開などのお話を伺いました。

（取材日：令和５年３月６日、９日）（聞き手 : 市議会建設産業委員会）

新時代に向けた産業を拓
ひら

く特 集

遠州スプリング有限会社
代表取締役

粟
あ わ や

屋 紘
こうすけ

介さん

株式会社キャタラー
新規ビジネス企画室　室長

井
い ぐ ち

口 威
た け し

士さん

海幸ゆきのや合同会社
社長

秋
あ き た

田　 亮
りょう

さん

キャタラーの井口さんから説明を受ける様子

海幸ゆきのやの秋田さんから説明を受ける様子

遠州スプリングの粟屋さんから説明を受ける様子
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令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

令和５年
２月
定例会
議 案 審 議
会期　2月15日～3月22日（36日間）

令和５年度各会計予算を審議

【令和５年度一般会計予算額】
701億1,000万円

※四捨五入による端数処理のため、各区分の数値を合計した場合、合計欄の数値と一致しない場合があります。

　２月定例会では、一般会計をはじめとした令和５年度各会計予算など、
一般議案 34 件、人事議案 3 件のほか、議員発議の意見書１件、決議１
件を審議しました。
　なお、すべての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

２月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

　
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
４
年
度
当
初
に
比
べ
、
８・１
％
増
の
７
０
１
億
１
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
を
含
め
た
防
災
・

減
災
対
策
、
海
岸
堤
防
の
整
備
や
向
陽
学
府
小
中
一
体
校
の
整
備
の
推
進
な
ど
、
普
通
建
設
事
業
費
が
増
額
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
振
興

基
金
な
ど
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
、
せ
、
新
、
創
、
公
、
力　
反
対
：
共
）

議案
第８号

賛成多数で

可決

磐田市議会　配信 検 索
クリック

歳　入

５年度の主な取組

子どもたちの安心

暮らしと健康の安心

安心できる市役所づくり

まちづくりと防災への安心

未来と仕事の安心

●出会いから、結婚、妊娠、出産、子育てまで、
切れ目のない支援

●誰一人取り残さない子育てサポート体制
●豊かな未来が描ける環境づくり

●誰でも活躍できる環境づくり
●誰も取り残さない環境づくり

●地域と共に課題に取り組む
●もっと便利な市役所へ　デジタル活用による

ウェルビーイング

●一日も早い災害復旧と防災・減災対策
●生活を支える基盤づくり
●カーボンニュートラルの推進

●元気な産業と雇用創出
●素材を生かした新たな価値の創出
●スポーツのまちナンバーワンを目指して

市税
39.2％

国庫支出金
13.1％

地方交付税
10.4％

市債
9.1％

県支出金
6.1％

地方消費税
交付金
6.6％

繰入金 5.5％
諸収入 3.7％その他 3.7％

その他 2.6％

自主財源
52.1％

依存財源
47.9％

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論
が
あ
り
ま
し
た

反
対

賛
成

賛
成

命
と
暮
ら
し
を
守
る
よ
り
よ
い
施
策
を

　
物
価
高
騰
の
中
、
学
校
給
食
の
食
材

料
費
を
値
上
げ
に
よ
り
増
額
し
て
い

る
。
５
年
度
は
、
値
上
が
り
分
の
半
額

分
は
公
費
を
充
て
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
図
る
が
、
半
額
分
は
保
護
者
負
担

に
な
り
、
給
食
費
が
値
上
げ
さ
れ
る
。

市
と
し
て
、
県
や
国
に
働
き
か
け
な
が

ら
、
独
自
に
無
償
化
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。

　
向
陽
学
府
小
中
一
体
校
建
設
の
方
針

転
換
に
よ
り
、
基
本
設
計
に
プ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
方
針
で
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
大
藤
小
学

校
で
水
泳
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
移
動
時
間
や
安
全
確
認
等
、
新
た

な
負
担
が
考
え
ら
れ
る
。
基
本
計
画
ど

お
り
プ
ー
ル
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
が
、

根
本
的
に
は
、
施
設
一
体
型
の
学
府
一

体
校
を
進
め
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

　
５
年
度
は
、
東
部
幼
稚
園
の
民
営
化

で
の
再
築
支
援
が
行
わ
れ
、
学
校
給
食

の
調
理
・
洗
浄
業
務
で
は
、
竜
洋
西
小

学
校
、
竜
洋
北
小
学
校
が
委
託
化
さ
れ

る
。
公
的
保
育
・
教
育
・
学
校
給
食
を

保
証
す
る
の
は
、
市
の
責
任
で
あ
り
、

民
営
化
、民
間
委
託
化
は
問
題
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

安
心
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
た
予
算

　
食
材
料
費
の
高
騰
は
、
上
げ
幅
が
大

き
く
、
全
て
無
償
化
で
対
応
す
る
と
、

恒
久
的
な
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る
。

現
時
点
で
の
一
定
の
保
護
者
負
担
は
、

市
の
総
合
的
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
向
陽
学
府
小
中
一
体
校
は
、
計
画
ど

お
り
順
調
に
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
使
用
時
期
・
頻

度
を
考
慮
し
、
移
動
時
間
や
子
ど
も
の

安
全
確
認
も
可
能
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
へ
の
説
明
も

行
い
、
意
見
を
十
分
に
配
慮
し
、
了
解

も
得
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
幼
稚
園
・
保
育
園
の
民
営
化
は
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
り
込
み
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
コ
ス
ト
削

減
等
が
図
ら
れ
る
と
理
解
す
る
。
学
校

給
食
の
民
間
委
託
化
は
、
給
食
専
門
の

プ
ロ
と
し
て
教
育
や
研
修
を
受
け
て
お

り
、
急
な
欠
員
に
も
す
ぐ
に
補
充
で
き

る
人
材
力
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
急
激
な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
市
の
行
政
運
営
と
、
よ
り
明
確
化
・

具
体
化
さ
れ
た
予
算
編
成
が
行
わ
れ
た

と
理
解
し
、
評
価
す
る
。

せ
い
わ
会 

戸
塚
邦
彦 

議
員

将
来
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
対
策
と

し
て
、
５
年
度
予
算
で
は
、
値
上
が
り

分
の
半
額
を
公
費
負
担
計
上
し
て
い

る
。
無
償
化
等
将
来
的
な
こ
と
は
、
慎

重
に
見
極
め
、検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
向
陽
学
府
一
体
校
に
お
い
て
、
小
学

校
区
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
伝
統
を
守
り
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
や
、
地
域
で
協
力
し
地
域
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
、
小
学
校
区
に
代
わ
り
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
役
目
で
あ
る
と

思
う
。
ま
た
、
体
育
施
設
の
校
外
授
業

に
つ
い
て
は
、
説
明
会
で
保
護
者
の
理

解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。

　
統
合
・
民
営
化
で
は
、
職
員
体
制
の

強
化
、多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ・サ
ー

ビ
ス
に
対
応
し
、
民
間
の
活
力
を
利
用

し
て
い
く
こ
と
、
業
務
委
託
で
は
、
成

り
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
、
課
題

解
消
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
５
年
度
予
算
は
、「
未
来
の
責
任
予

算
」
を
テ
ー
マ
に
、「
誰
も
が
安
心
で

き
る
子
育
て
」、「
防
災
・
減
災
対
策
」

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
効
果
の
期
待
で
き

る
施
策
に
予
算
配
分
が
さ
れ
て
い
る
。

志
政
会 

小
柳
貴
臣 

議
員

歳　出

民生費
32.6％

総務費
14.6％教育費

12.3％

土木費
10.1％

衛生費
9.2％

公債費
7.6％

消防費 3.7％

農林水産業費 4.9％

その他 0.7％商工費 2.1％
労働費 1.6％ 災害復旧費 0.6％

議案採決
の流れ

議
案
を
会
議
の
議
題
と
し
、

審
議
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

本会議本会議

議
案
上
程

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

提
出
者
が
提
案
理
由
及
び
内

容
等
を
説
明
す
る
こ
と
。

説
　
　
　明

委員会

各
委
員
会
が
分
担
し
て
議
案

を
専
門
的
、
詳
細
に
審
査
す

る
こ
と
。

議
案
審
査

提
出
者
に
疑
義
を
た
だ
す
こ

と
。

質
　
　
　疑

委
員
長
が
、
委
員
会
で
の
審

査
の
経
過
及
び
結
果
を
報
告

す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告
の
内
容
に
つ
い

て
、
委
員
長
に
対
し
、
議
員

が
疑
義
を
た
だ
す
こ
と
。

質
　
　
　疑

議
案
に
つ
い
て
、
議
員
が
反

対
あ
る
い
は
賛
成
の
意
見
を

表
明
す
る
こ
と
。

討
　
　
　論

多
数
決
に
よ
っ
て
、
議
案
に

対
す
る
議
会
の
意
思
を
決
定

す
る
こ
と
。

採
　
　
　決

会派名の表記（人数）
※５年３月 22 日現在

「志」志政会（９）
「せ」せいわ会（６）
「新」新磐田（３）
「創」市民と創る磐田（３）
「共」日本共産党磐田市議団（２）
「公」公明党磐田（２）
「力」磐田の底力（１）
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５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

５
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

問	

健
診
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
る
５
年

度
の
取
組
は
。

答	

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
を
控
え
て
い
た
方

に
は
、
健
康
診
断
の
重
要
性
が
伝
わ
る
よ

う
な
案
内
を
送
付
す
る
。
ま
た
、
集
団
バ

ス
で
の
特
定
健
診
で
は
、
が
ん
検
診
と
一

緒
に
受
診
で
き
る
日
を
増
や
す
な
ど
、
受

診
し
や
す
い
環
境
を
確
保
し
て
い
く
。

問	

納
付
相
談
の
内
容
と
対
応
は
。

答	

相
談
内
容
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
る

減
収
で
納
付
困
難
に
な
っ
た
者
が
多
く
、

対
応
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
滞
納
繰

越
分
と
新
規
発
生
分
の
並
行
納
付
を
前
提

に
、１
年
程
度
で
の
完
納
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
現
在
の
収
入
、
財
産
の
有
無
、

借
入
金
の
状
況
等
の
生
活
状
況
を
聞
き
取

り
、
生
活
困
窮
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
計

画
的
な
納
付
に
向
け
て
、
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

─
─
─ 

補
正
予
算
の
主
な
内
容 

─
─
─

●
交
付
額
決
定
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
増
額

●
決
算
見
込
み
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
減
額

●
職
員
退
職
手
当
の
増
額

●
各
科
目
の
決
算
見
込
み
を
予
算
額
に
反

映
さ
せ
る
精
算
補
正

●
電
気
料
金
等
の
高
騰
に
伴
う
指
定
管
理

委
託
料
や
小
中
学
校
な
ど
の
光
熱
水
費
の

増
額

●
災
害
復
旧
費
及
び
そ
の
財
源
補
正

問	

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
減
額
の
要

因
は
。

答	

当
初
予
算
は
、
３
年
秋
頃
ま
で
の
寄

附
金
額
の
推
移
を
参
考
に
計
上
し
て
い

る
。
し
か
し
、
４
年
度
に
入
り
物
価
高
騰

の
影
響
等
に
よ
り
日
用
品
に
人
気
が
集
ま

り
、
メ
ロ
ン
や
う
な
ぎ
等
の
贅
沢
品
を
主

力
と
す
る
本
市
の
返
礼
品
が
、
寄
附
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
か
っ
た
こ
と
等
が
要

因
で
あ
る
。

問	

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
、
25
％
の

自
治
体
で
赤
字
計
上
が
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答	

３
年
度
の
実
績
で
は
、
寄
附
金
収
入

額
か
ら
事
務
費
と
市
民
が
他
市
町
村
へ
寄

附
し
た
市
税
控
除
額
を
引
い
た
収
支
は
、

約
１
億
５
７
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。

問	

下
水
道
管
渠
整
備
地
区
と
、
今
後
の

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

主
な
整
備
地
区
は
、
継
続
整
備
地
区

の
鎌
田
、
草
崎
、
大
原
、
赤
池
、
森
本
の

５
地
区
と
、
新
規
整
備
地
区
の
刑
部
島
で

あ
る
。
８
年
度
の
下
水
道
概
※
が
い
せ
い成
に
向
け
、

事
業
計
画
区
域
内
の
未
普
及
地
区
を
整
備

す
る
予
定
で
あ
る
。

問	

耐
震
補
強
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答	

「
第
２
期
総
合
地
震
対
策
計
画
」
に

お
い
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策
65
基

と
、
管
路
の
耐
震
化
１
７
２
カ
所
を
計
画

し
て
お
り
、
５
年
度
の
耐
震
化
工
事
を
も

っ
て
全
て
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
予
算
の
総
額
は
、
４
年
度
よ
り
３・９
％
減
の
１
５
８
億
２
６
４
９
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
保
険
給
付
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
や
保
健
事
業
費
な
ど
、
国
民
健
康
保

険
事
業
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
主
な
財
源
は
、
保
険
税
、
県
か
ら
の
交
付
金

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。　
　
　
（
賛
成：志
、
せ
、
新
、
創
、
公
、
力　
反
対：共
）

　
こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
減
額
、
繰
越
明
許
費
の
追
加
及
び
変
更
、
債

務
負
担
行
為
の
追
加
、
地
方
債
の
追
加
及
び
変
更
で
あ
り
、
補
正
予
算
第
10
号
の
補
正

後
の
額
に
、
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
16
億
４
１
４
９
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

７
０
０
億
４
７
４
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
下
水
道
事
業
の
業
務
予
定
量
と
し
て
は
、
排
水
区
域
面
積
３
４
５
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
年

間
総
処
理
水
量
１
５
７
７
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
平
均
処
理
水
量
４
万
３
０
８
７
立
法

メ
ー
ト
ル
を
見
込
み
、
収
益
的
収
入
額
は
64
億
２
２
８
２
万
８
千
円
、
収
益
的
支
出
額
は

61
億
５
６
０
５
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
、
管
渠
築
造
工
事
や
ポ
ン
プ

場
整
備
工
事
等
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
賛
成
：
志
、
せ
、
新
、
創
、
公
、
力　
反
対
：
共
）

賛成多数で

可決

全会一致で

可決
賛成多数で

可決

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

反
対

使
用
料
値
上
げ
の
予
算
に
反
対

　

下
水
道
条
例
改
定
後
の
基
本
料
金
は
、

使
用
水
量
が
少
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

値
上
げ
率
が
大
き
く
、
値
上
げ
に
あ
た
っ

て
の
市
民
へ
の
説
明
責
任
も
十
分
果
た
し

て
い
な
い
。
今
必
要
な
こ
と
は
、
国
・
県

へ
の
財
政
的
支
援
を
求
め
る
こ
と
で
あ

り
、
使
用
料
値
上
げ
を
含
む
予
算
は
、
真

に
や
む
を
得
な
い
、
説
得
力
あ
る
事
由
が

あ
る
と
思
え
ず
、
賛
成
で
き
な
い
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

反
対

保
険
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

　
赤
字
繰
入
れ
を
段
階
的
に
削
減
・
解
消

し
、
保
険
料
水
準
の
統
一
を
目
指
す
こ
と

は
、
保
険
税
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
に
つ
な

が
り
、
国
保
加
入
者
の
暮
ら
し
を
直
撃
す

る
。
引
き
続
き
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

を
行
い
、
保
険
税
の
引
上
げ
を
行
わ
な
い

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
ま
た
、
国
民
皆
保

険
を
崩
す
保
険
証
廃
止
の
問
題
点
も
指
摘

し
、
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 
根
津
康
広 

議
員

賛
成

賛
成

財
務
体
質
の
改
善
へ

　
５
年
度
は
、
条
例
改
正
を
も
と
に
下
水

道
使
用
料
の
増
額
を
見
込
ん
だ
予
算
で
あ

る
。
一
般
会
計
繰
入
金
に
過
度
に
頼
る
こ

と
な
く
、
施
設
整
備
や
維
持
管
理
の
需
要

に
対
応
で
き
る
現
金
残
高
も
確
保
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
繰
入
金
が
減
額
に
な
っ
た

財
源
は
、
他
の
一
般
会
計
へ
振
り
分
け
ら

れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ

る
。

志
政
会 

鳥
居
節
夫 

議
員

実
情
に
即
し
た
予
算
編
成

　
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
は
、
赤
字
繰

入
れ
の
削
減
・
解
消
を
進
め
る
県
の
運
営

方
針
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
。
新
た
に
基

金
繰
入
金
で
の
対
応
も
あ
り
、
被
保
険
者

数
等
が
減
少
す
る
中
、
本
事
業
の
維
持
・

改
善
を
目
指
し
、
高
齢
化
社
会
に
適
応
し

な
が
ら
、
安
定
し
た
国
民
皆
保
険
制
度
を

維
持
す
る
た
め
の
実
情
に
則
し
た
予
算
編

成
と
判
断
す
る
。せ

い
わ
会 

小
栗
宏
之 

議
員

議案
第10号

議案
第３号

議案
第18号

討
論
が
あ
り
ま
し
た

討
論
が
あ
り
ま
し
た

※概成 ･･･ おおむね出来上がること。

一 般 会 計
会　計　名 令和5年度 令和4年度 増　　減

一 般 会 計 701億1,000万0千円 648億3,000万0千円 52億8,000万0千円

特 別 会 計
会　計　名 令和5年度 令和4年度 増　　減

国民健康保険事業特別会計 158億2,649万4千円 164億7,380万4千円 △6億4,731万0千円
後期高齢者医療事業特別会計 22億5,030万2千円 21億8,382万3千円 6,647万9千円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 138億6,213万4千円 137億6,442万2千円 9,771万2千円
そ の 他 の 特 別 会 計 8,700万4千円 8,691万0千円 9万4千円

※その他の特別会計には、駐車場事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

企 業 会 計
会　計　名 令和5年度 令和4年度 増　　減

水 道 事 業 会 計
収益的 収入 30億1,565万5千円 30億1,738万9千円 △173万4千円

支出 27億9,272万8千円 28億5,799万0千円 △6,526万2千円

資本的 収入 6億1,931万6千円 6億5,688万6千円 △3,757万0千円
支出 18億1,009万2千円 19億1,071万3千円 △1億　 62万1千円

下水道事業会計
収益的 収入 64億2,282万8千円 63億5,712万8千円  6,570万0千円

支出 61億5,605万8千円 59億8,964万0千円 1億6,641万8千円

資本的 収入 24億6,009万2千円 25億5,203万8千円 △9,194万6千円
支出 43億3,004万3千円 45億2,631万0千円 △1億9,626万7千円

病 院 事 業 会 計
収益的 収入 195億2,424万9千円 189億7,499万3千円 5億4,925万6千円

支出 201億1,468万4千円 195億4,302万7千円 5億7,165万7千円

資本的 収入 14億7,906万7千円 19億4,200万1千円 △4億6,293万4千円
支出 23億6,606万8千円 28億3,525万5千円 △4億6,918万7千円

収益的収支…収益的収入は、水道事業の水道料収入、下水道事業の下水道使用料収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支…主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

令和5年度 各会計予算
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保育士の配置基準の見直し及び処遇改善を求める意見書

　保育所は、コロナ禍の厳しい環境においても、社会的インフラを支え
るため開所を続け、保育が果たしている社会的役割が明白になった。一
方で園児を取り巻く事故などが各地で報道されるなど、保育を取り巻く
課題は多い。
　保育士は子どもや保護者と丁寧に関わることが求められ、業務が多忙
化している中で、令和４年２月に３％程度の処遇改善を実施し、一定の
充実が図られているが、保育士の平均賃金は全産業の平均賃金より低い
ことから、保育士の確保と定着が喫緊の課題となっている。
　保育士の４歳児・５歳児にかかる配置基準は、1948年12月に制定さ
れて以来一度も改正されておらず、子ども30人に対して保育士１人とさ
れている。こうした中、配置基準を補うために、自治体は努力をして保
育士の増員配置を行っている。保育士を増やすことは、子どもの命と育
ちを守ることに直結する。また、質を確保した保育の受け皿を整備する
ためには、保育士の配置基準の見直しや賃金水準の引き上げ等による処
遇改善が求められる。
　よって、国におかれては、保育士の配置基準を見直すとともに、処遇
改善のために必要な財源を確保することを強く要請するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

「住民が自らの暮らしを良くする地域コミュニティの推進」に関する決議
　現在、日本社会は、人口減少・少子高齢化など大きな課題を抱えている。行政においても、
今後、財政状況が厳しくなることが見込まれる中、公共施設の老朽化などで、行政サービ
スの維持が難しくなっていく。また、家族の現状は、一世帯当たりの人数が減少し、一人
暮らしの世帯割合が増加し、さらには高齢化をたどっている。このことから、家族で支え
合うことも難しくなってきている。
　このような行政や家族の現状を踏まえると、地域への期待はますます大きくなってくる。
しかし、共働き世帯が増加し、65歳以上の高齢者も元気に働く方が多く、地域活動の担い
手は少なくなってきている。
　磐田市においても、地域住民が主体となって地域の課題や変化に対応するために、行政
に頼るだけでなく、地域の現状を把握し、住民自らが考え動き出し、取り組まなくてはな
らない時代を迎えている。
　地域を担う地域づくり協議会は、交流センターを活動拠点として、地域ごとに異なる課
題を把握するために、幅広い年代に意見を求めることが必要とされる。課題解決の手法と
して、地域の将来に向け、先進的な取組を取り入れ、運営の効率化やデジタルの活用も視
野において、地域の運営組織を形成していかなければならないと考える。
　よって、磐田市議会としては「住民が自らの暮らしを良くする地域コミュニティの推進」
について、行政の伴走支援や責務に対して提言をし、市民理解を進め、地域とともに課題
解決や活性化に向けて協力していくことが重要であると考える。
　以上の観点から、下記項目を理解したうえで、「住民が自らの暮らしを良くする地域コミュ
ニティの推進」についての市民意識の機運醸成や地域づくり協議会の運営等に対する市民
理解の推進を図ることに、議会としても協力を惜しまない。

記
１　地域づくり協議会や、コミュニティを構成する様々な組織による協働、また、住民の

共助による市民自治活動の推進が必要になること。
２　これからの地域コミュニティは、地域の多様性を尊重し、顔の見える活動を行い、幅

広い年代の参加促進が求められていること。
３　これからの地域づくりは、未来の地域を担う人材発掘やリーダー育成を行う必要があること。
４　地域活動に若い世代の参加を促し、地域の実情、ニーズに応じた自由で達成感のある

活動を取り入れることが重要になること。
５　関係者の負担軽減のためにも組織運営の効率化に努め、デジタル化の推進が求められていること。
　以上、決議する。

　令和５年３月２２日
磐田市議会

保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
及
び

処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

「
住
民
が
自
ら
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
」
に
関
す
る
決
議

　
市
議
会
は
、
保
育
士
の
配
置
基
準
を
見
直
す
と
と
も
に
、
処
遇
改
善
の
た
め
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
提
出
先
）　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
市
民
意
識
の
機
運
醸
成
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
等

に
対
す
る
市
民
理
解
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
市
議
会
と
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
の

意
思
表
示
と
し
て
、「
住
民
が
自
ら
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
」

に
関
す
る
決
議
書
が
全
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

全会一致で

可決

全会一致で

可決

発議
第１号

発議
第２号

５
年
度
一
般
会
計
予
算

【
歳
入
１
款　
市
税
】

問	

固
定
資
産
税
の
家
屋
の
新
増

築
棟
数
と
新
築
の
状
況
は
。

答	

４
年
中
の
新
増
築
は
、
９
３

７
棟
と
考
え
て
い
る
。
見
付
美
登

里
第
二
土
地
区
画
整
理
地
内
の
区

画
の
販
売
が
本
格
化
し
、
84
棟
が

新
築
し
た
。
ま
た
、
上
岡
田
地
区

の
３
カ
所
の
民
間
分
譲
で
全
50
区

画
を
販
売
し
、
19
棟
が
新
築
し
た
。

【
歳
出
２
款　
総
務
費
】

問	

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
業

務
委
託
料
が
増
額
し
た
理
由
は
。

答	

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
出
張
申

請
と
し
て
、
商
業
施
設
に
加
え
、

郵
便
局
７
局
で
も
対
応
す
る
た
め
。

【
歳
出
３
款　
民
生
費
】

問	

公
立
保
育
園
の
５
年
度
の
Ｄ

Ｘ
推
進
の
取
組
と
効
果
は
。

答	

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
ま
た
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
等
の
保
育
室
へ
の
配
置
に
取
り

組
む
。
効
果
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

よ
る
登
園
・
降
園
手
続
き
を
、
各

保
育
室
等
で
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
園
児
の
密
集
の
解
消
と
、

職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

【
歳
出
４
款　
衛
生
費
】

問	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防

接
種
健
康
被
害
給
付
費
の
内
容
は
。

答	

接
種
に
よ
る
副
反
応
等
で
症

状
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
、
国

に
対
し
て
健
康
被
害
の
給
付
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
市
で

は
、
調
査
委
員
会
を
２
回
開
催
し
、

申
請
の
あ
っ
た
９
件
の
う
ち
、
８

件
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

【
歳
出
６
款　
農
林
水
産
業
費
】

問	

荒
廃
農
地
対
策
事
業
費
補
助

金
の
制
度
の
見
直
し
内
容
と
目
的

は
。答	

平
成
29
年
度
か
ら
、
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
対
象

者
を
市
内
で
農
業
を
営
む
者
に
拡

充
し
、
市
単
独
で
事
業
費
の
２
分

の
１
を
支
援
し
て
き
た
が
、
自
己

負
担
の
５
割
が
足
か
せ
と
な
り
、

再
生
に
至
ら
な
い
事
案
が
生
じ
て

い
た
。
補
助
率
を
10
分
の
10
に
引

き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

課
題
で
あ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消

や
、
多
様
な
農
業
者
に
よ
る
農
地

利
用
の
さ
ら
な
る
支
援
に
努
め
て

い
き
た
い
。

【
歳
出
７
款　
商
工
費
】

問	

オ
フ
ィ
ス
立
地
推
進
事
業
の

状
況
と
５
年
度
の
取
組
は
。

答	

４
年
度
は
、
県
に
ゆ
か
り
の

あ
る
企
業
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、

約
３
６
０
社
に
対
し
て
訪
問
、
電

話
、
メ
ー
ル
等
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
た
。
現
在
、
２
社
が
本
市
へ

の
進
出
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。
５
年
度
も
、
企
業
へ

の
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、

高
校
の
同
窓
会
や
首
都
圏
拠
点
な

ど
と
連
携
し
、
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

を
進
め
て
い
き
た
い
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

―
―
― 

改
正
の
主
な
内
容 

―
―
―

●
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
誘
導
基
準

及
び
低
炭
素
建
築
物
の
認
定
基
準

へ
の
適
合
を
、
省
エ
ネ
計
算
に
よ

ら
ず
に
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、

新
た
に
誘
導
仕
様
基
準
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
手
数
料
の
設
定

を
行
う
も
の

問	

誘
導
仕
様
基
準
が
新
設
さ
れ

た
背
景
は
。

答	

省
エ
ネ
計
算
は
設
備
設
計
の

専
門
家
が
行
う
。
一
方
、
誘
導
仕

様
基
準
は
、
建
築
士
な
ど
で
も
材

料
を
選
ぶ
こ
と
で
、
基
準
を
満
た

す
こ
と
に
な
る
た
め
、
特
殊
な
専

門
家
を
要
し
な
く
て
も
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
国
は
省
エ
ネ

化
を
全
国
的
に
進
め
て
い
き
た
い

意
図
も
あ
り
、
制
度
を
創
設
し
た
。

問	

認
定
申
請
手
数
料
が
大
幅
に

減
額
と
な
る
要
因
は
。

答	

誘
導
仕
様
基
準
で
は
、
仕
様

に
合
っ
て
い
る
も
の
が
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
使
用
の
有
無
の
み
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
か
ら
、
審
査

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
た
め
。

委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

■委　員　長：岡　　實　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：虫生時彦

■委　員　長：小池和広　　■委員：柏木　健、本間昭男、八木義弘、芥川栄人
■副委員長：戸塚邦彦　　　　　　虫生時彦、根津康広、岡　實

予 算 決 算 委 員 会

総 務 委 員 会
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民 生 教 育 委

【
歳
出
８
款　
土
木
費
】

問	

新
貝
及
び
鎌
田
第
一
土
地
区

画
整
理
支
援
事
業
の
５
年
度
末
の

進
捗
状
況
と
事
業
内
容
等
は
。

答	

新
貝
は
、
進
捗
率
99
・
１
％

を
見
込
ん
で
お
り
、
最
終
保
留
地

が
売
却
で
き
た
こ
と
で
換
地
処
分
、

組
合
解
散
に
向
か
っ
て
業
務
を
進

め
て
い
く
。
鎌
田
第
一
は
、
進
捗

率
59
・
５
％
を
見
込
ん
で
お
り
、

組
合
と
連
携
し
、
区
画
整
理
の
進

捗
に
努
め
て
い
く
。
事
業
認
可
が

10
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
か
ら
、
も
う
５
年
程
度

は
延
ば
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
歳
出
９
款　
消
防
費
】

問	

自
衛
隊
や
緊
急
援
助
隊
の
受

援
機
能
な
ど
を
備
え
た
広
域
的
な

防
災
拠
点
と
し
て
の
建
設
用
地
や

敷
地
面
積
の
考
え
方
は
。

答	

拠
点
と
な
る
消
防
庁
舎
は
、

被
災
し
に
く
い
場
所
が
有
効
で
あ

り
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸

水
域
で
な
い
こ
と
や
強
固
な
地
盤

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
自

然
災
害
時
の
拠
点
型
を
選
択
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
、
受
援

体
制
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
多
重
事
故
や
多
重
傷
病
者

の
発
生
事
案
を
想
定
し
た
訓
練
も

で
き
る
よ
う
、
基
本
構
想
に
基
づ

い
て
、
消
防
施
設
に
つ
い
て
は
１

万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
安
と

し
て
、
拡
張
可
能
用
地
を
含
め
た

面
積
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

【
歳
出
10
款　
教
育
費
】

問	

向
陽
学
府
新
た
な
学
校
づ
く

り
整
備
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答	

５
年
６
月
か
ら
仮
設
校
舎
の

建
設
や
設
備
の
切
り
回
し
工
事
、

７
月
か
ら
既
存
校
舎
の
改
修
工
事

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
駐
車
場
の
整

備
工
事
を
見
込
ん
で
い
る
。
12
月

を
目
途
に
引
っ
越
し
作
業
、
６
年

１
月
か
ら
既
存
校
舎
の
解
体
工
事

を
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が

在
校
中
の
工
事
に
な
る
た
め
、
学

校
と
工
事
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
綿
密
に
行
い
、
進
め
て
い
く
。

５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

問	

傷
病
手
当
金
の
増
額
の
理
由

は
。答	

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

傷
病
手
当
の
支
給
が
非
常
に
多
く

な
り
、
５
年
１
月
末
現
在
で
67
件
、

２
１
４
万
円
を
超
え
る
金
額
を
支

給
決
定
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
増

額
計
上
と
し
た
。

５
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

問	

使
用
料
収
益
の
増
額
、
一
般

会
計
繰
入
金
の
減
額
、
経
費
回
収

率
が
約
13
ポ
イ
ン
ト
向
上
す
る
見

込
み
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
影
響

と
効
果
は
。

答	

使
用
料
を
改
定
し
た
結
果
、

収
益
が
増
額
し
、
負
担
の
公
平
性

が
高
ま
っ
た
。
一
般
会
計
繰
入
金

が
減
額
と
な
っ
た
部
分
の
財
源
は
、

一
般
会
計
の
ほ
か
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い

る
。
未
普
及
地
区
や
処
理
場
施
設

設
備
の
整
備
、
耐
震
化
な
ど
を
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
予

算
は
し
っ
か
り
確
保
し
つ
つ
、
経

費
回
収
率
は
向
上
で
き
て
お
り
、

財
務
体
質
も
改
善
が
見
込
め
て
い

る
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

―
―
― 

改
正
の
主
な
内
容 

―
―
―

●
国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一

時
金
支
給
額
を
引
き
上
げ
る
た
め

の
改
正
を
行
う
も
の

問	

申
請
漏
れ
が
心
配
で
あ
る
。

出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
は
病
院

か
ら
送
付
さ
れ
る
の
か
。

答	

申
請
は
病
院
か
ら
市
に
送
付

さ
れ
る
た
め
、
申
請
漏
れ
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

急
患
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

―
―
― 

改
正
の
主
な
内
容 

―
―
―

●
一
次
救
急
施
設
と
し
て
、
休
日

の
診
療
体
制
維
持
の
た
め
、
休
日

夜
間
の
診
療
を
廃
止
す
る
改
正
を

行
う
も
の

問	

市
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

答	

広
報
い
わ
た
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
市
内

の
医
療
機
関
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
た
だ
き
、
変
更
内
容
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。
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一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像でご覧いただけます。 磐田市議会　配信 検 索

クリック

市 政 を 問 う

要

旨

一 般 質 問 と は ?
個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする
執行機関に対して行う質問を一般質問といいます。
２月定例会では、10 人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一 般 質 問

問	

緊
急
避
難
場
所
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
現
状
と
課
題
は
。

答	

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
洪

水
、
土
砂
災
害
の
二
種
類
で
施
設

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
避
難
場
所

だ
け
で
は
な
く
、
自
宅
で
の
垂
直

避
難
や
知
人
宅
等
へ
の
避
難
も
選

択
肢
と
な
る
こ
と
の
啓
発
を
続
け

て
い
く
。
課
題
は
、
災
害
ご
と
に

指
定
し
た
施
設
が
違
う
点
や
、
公

会
堂
を
開
設
す
る
際
の
自
治
会
負

担
な
ど
で
、
様
々
な
側
面
か
ら
の

再
考
と
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問	

災
害
発
生
時
の
支
所
機
能
と

指
揮
命
令
系
統
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

発
災
当
初
、
支
所
に
情
報
が

集
中
し
、
そ
の
処
理
に
課
題
が

あ
っ
た
。
平
時
か
ら
の
応
援
体
制

を
整
備
し
、
緊
急
時
に
素
早
く
動

員
が
図
れ
る
よ
う
に
見
直
し
を
進

め
、
機
能
を
高
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
受
援
計
画

に
お
い
て
、
行
う
べ
き
業
務
を
明

確
に
し
て
い
く
。

問	

災
害
か
ら
見
え
た
山
の
現
状

認
識
と
今
後
の
木
材
の
出
口
戦
略

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

山
に
入
っ
た
印
象
と
し
て
、

倒
木
や
土
砂
の
流
出
が
多
く
、
人

の
手
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
感

じ
た
。
各
地
の
取
組
事
例
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
県
立
農
林
環
境

専
門
職
大
学
等
か
ら
知
恵
を
借
り
、

５
年
度
活
用
予
定
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
も
連
携
を
し
て
、
木
材

の
活
用
策
を
調
査
研
究
し
た
い
。

問	

災
害
救
助
等
に
お
け
る
他
自

治
体
等
と
の
連
携
の
現
状
と
課
題

は
。

答	

災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
自
治
体
と
は
、
災
害
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
集
約

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
必
要
な

支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
要
請
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

県
の
災
害
対
策
本
部
内
に
「
市
町

支
援
機
動
班
」
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
は
、
県
及
び
外

部
機
関
と
の
連
携
が
よ
り
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
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中
心
市
街
地
活
性
化

問	

各
事
業
の
関
係
者
等
が
連
携

し
て
取
り
組
む
手
法
や
進
め
方
、

課
内
室
の
設
置
や
グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
の
考
え
は
。

答	
中
心
市
街
地
で
遠
江
国
分
寺

跡
整
備
事
業
や
磐
田
商
工
会
議
所

会
館
の
建
設
な
ど
様
々
な
事
業
が

動
き
出
し
た
こ
と
は
、
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

全
体
を
一
つ
の
事
業
と
し
て
捉
え

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
政
策
推
進

課
を
調
整
役
と
し
て
情
報
を
共
有

し
、
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問	

商
工
会
議
所
の
協
力
や
位
置

づ
け
の
基
本
的
な
考
え
方
等
は
。

答	

商
工
会
議
所
と
は
、
常
に
連

携
を
取
り
つ
つ
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
や
事
業
者
支
援
に
つ
な
が

る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
情
報
共
有
に
よ
る
連
携
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
課
題
は
、

さ
ら
に
庁
内
各
課
が
商
工
会
議
所

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
に
広
が
り
を
持
た
せ
る

こ
と
と
考
え
る
。

産
業
政
策

問	

沿
岸
地
域
の
工
業
団
地
の
造

成
は
。

答	

沿
岸
地
域
に
お
け
る
工
業
用

地
開
発
に
向
け
て
、
調
査
に
着
手

し
た
。
５
年
度
に
は
、
製
造
業
な

ど
の
事
業
者
や
開
発
に
携
わ
る
建

設
事
業
者
、
地
元
な
ど
か
ら
意
見

を
集
約
し
た
上
で
、
開
発
候
補
地

を
選
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問	

沿
岸
地
域
に
お
け
る
次
世
代

農
水
産
業
な
ど
の
企
業
誘
致
は
。

答	

新
産
業
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
沿
岸
地
域
に

お
い
て
陸
上
養
殖
や
次
世
代
農
業

の
誘
致
に
結
び
つ
い
た
。
ま
た
、

補
助
制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

と
と
も
に
、
陸
上
養
殖
な
ど
食
等

に
関
す
る
新
産
業
誘
致
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
同
時
に
、

新
産
業
の
施
設
と
渚
の
交
流
館
や

竜
洋
海
洋
公
園
な
ど
の
既
存
施
設

が
連
携
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の

獲
得
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

問	

個
別
避
難
計
画
に
よ
る
要
配

慮
者
参
加
型
の
避
難
訓
練
の
実
施

状
況
と
市
の
支
援
は
。

答	

訓
練
に
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
安
否
確
認
等
を
取
り
入
れ
て

い
る
地
域
も
あ
り
、
事
例
紹
介
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
障

が
い
者
団
体
か
ら
も
っ
と
訓
練
に

参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
、

調
整
し
て
い
き
た
い
。
訓
練
テ
ー

マ
の
設
定
に
つ
い
て
も
、
他
地
区

の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
市
も

し
っ
か
り
伴
走
し
て
い
き
た
い
。

問	

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
情
報
の

把
握
と
周
知
は
。

答	

妊
娠
届
提
出
時
の
面
談
等
に

よ
り
把
握
し
て
い
る
。
要
支
援
者

支
援
に
つ
い
て
市
民
周
知
を
図
り
、

日
頃
の
近
所
付
き
合
い
の
大
切
さ

を
伝
え
る
な
ど
、
支
援
の
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問	

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

に
要
配
慮
者
用
の
男
女
別
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
同
性
に
よ
る
介
助
、

介
護
の
実
施
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答	

地
域
自
ら
が
誰
も
が
安
心
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
各
避
難
所
で
具
体
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
啓
発
に
努
め
る
。

問	

各
避
難
所
の
ト
イ
レ
や
通
路

な
ど
は
車
椅
子
で
の
利
用
に
つ
い

て
調
査
し
、
改
善
し
て
い
る
か
。

答	

多
機
能
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

施
設
の
改
修
を
進
め
、
避
難
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い

く
。

問	

福
祉
避
難
所
と
地
域
が
連
携

し
た
訓
練
の
実
施
、
市
の
担
当
者

と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、

協
定
締
結
施
設
間
の
交
流
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答	

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
福
祉
避
難

所
協
定
施
設
と
市
が
連
携
し
た
防

災
訓
練
や
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、

5
年
１
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
訓
練

を
再
開
し
た
。
5
年
度
以
降
も
継

続
し
て
、
説
明
会
と
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

多
様
化
す
る
社
会
環
境
と

行
政
の
役
割

問	

静※
１
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
窓
口
や
相
談
対
応
、

市
民
へ
の
周
知
は
。

答	

５
年
度
か
ら
は
新
設
さ
れ
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
が
当
事

者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
る
。

広
報
い
わ
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等
に
も
制

度
内
容
及
び
市
独
自
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

問	

お
く
や
み
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
開
設
等
の
考
え
は
。

答	

デ
ジ
タ
ル
庁
が
推
進
し
て
い

る
お
く
や
み
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

は
、
市
役
所
の
手
続
だ
け
で
な
く
、

金
融
機
関
等
民
間
手
続
も
含
め
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

問	

市
の
政
策
立
案
等
へ
の
市
民

参
画
に
関
す
る
仕
組
み
の
周
知
・

共
有
は
。

答	

フ※
２
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
入
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
や
団

体
等
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
な

が
ら
、
市
民
自
治
の
文
化
を
醸
成

し
て
い
き
た
い
。

産
業
・
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り

問	

工
業
製
品
の
地
産
地
消
の
取

組
に
よ
る
産
業
活
性
化
の
考
え
は
。

答	

商
工
会
や
商
工
会
議
所
等
と

よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
産
業
振

興
フ
ェ
ア
の
活
用
、
他
の
自
治
体

と
連
携
し
た
広
域
で
の
企
業
間
マ

ッ
チ
ン
グ
等
に
取
り
組
み
、
が
ん

ば
る
企
業
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問	

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
取
組

の
現
状
及
び
将
来
に
つ
な
が
る
取

組
の
検
討
は
。

答	

天
下
取
り
家
康
す
ご
ろ
く
の

小
中
学
校
へ
の
寄
贈
や
観
光
協
会

と
連
携
し
た
バ
ス
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
、
城
之
崎
城
跡
を
会
場

と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
予
定
し
て

い
る
。
歴
史
的
資
産
を
よ
り
多
く

の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
地
域
へ

の
誇
り
を
高
め
る
こ
と
で
本
市
の

魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

「
書
か
な
い
窓
口
」
設
置
の
考
え

は
。

答	

窓
口
設
置
を
目
指
し
、
５
年

度
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問	

「
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
取

組
の
考
え
は
。

答	

現
時
点
で
導
入
の
予
定
は
な

い
が
、
本
市
独
自
の
地
域
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

問	

「
み
ん
な
で
防
犯
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
る
「
防
犯
カ
メ
ラ
付

き
自
動
販
売
機
」
設
置
の
考
え
は
。

答	

経
費
の
抑
制
や
犯
罪
抑
止
効

果
が
期
待
で
き
る
か
も
含
め
、
事

例
等
を
参
考
に
研
究
を
し
て
い
く
。

問	

新
造
形
創
造
館
を
活
用
し
た

ア※
３
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
と
こ
れ
を
活
用
し
た
移
住
の

取
組
の
考
え
は
。

答	
新
造
形
創
造
館
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
、
ガ
ラ
ス
工
房
の
あ
る

施
設
と
し
て
作
家
の
市
内
移
住
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
他
の

分
野
の
作
家
等
を
呼
び
込
む
に
は

設
備
充
実
等
の
課
題
が
あ
り
、
施

設
の
指
定
管
理
者
と
調
整
、
検
討

し
て
い
く
。

問	

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
て
、
指
導
者
を
紹
介
す
る

人
材
バ
ン
ク
運
営
団
体
を
市
が
設

立
す
る
考
え
は
。

答	

指
導
者
確
保
は
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問	

本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
現
状
と
不
登
校
特
例
校
の
考
え

は
。
ま
た
、
夜
間
中
学
と
不
登
校

特
例
校
と
の
連
携
の
考
え
は
。

答	

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
全

国
と
同
様
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
不
登
校
特
例
校
は
、
個
に
応

じ
た
学
習
体
制
を
取
り
や
す
く
、

悩
み
を
持
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

必
要
な
教
育
制
度
と
感
じ
て
い
る
。

夜
間
中
学
と
不
登
校
特
例
校
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

中心市街地活性化について／産業政策についてみんなを守る磐田の防災

多様化する社会環境と行政の役割／これからの地域
コミュニティづくり／産業・交通政策とまちづくり磐田市の諸施策と方向性について

志政会　岡 　 　 實 議員市民と創る磐田　鈴 木 弥 栄 子 議員

新磐田　松 野 正 比 呂 議員公明党磐田　江 塚 　 学 議員

一 括
質 問

一 問
一 答

一 問
一 答

一 問
一 答
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不
登
校
な
ど
の
教
育
課
題

問	

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
学

習
指
導
の
状
況
と
効
果
は
。

答	
子
ど
も
の
希
望
に
応
じ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、

70
人
程
度
が
参
加
し
て
い
る
。
児

童
生
徒
と
学
校
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
り
、
学
習
の
進
捗
度
を
維
持

で
き
て
い
る
。

問	

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
育

支
援
内
容
と
通
級
人
数
、
成
果
は
。

答	

児
童
生
徒
の
気
持
ち
を
確
認

し
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
を
一
緒

に
考
え
て
い
る
。
４
年
度
は
48
人

が
通
級
し
、
外
出
や
登
校
日
数
が

増
え
た
児
童
生
徒
も
い
る
。

問	

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

で
得
ら
れ
た
課
題
と
対
策
は
。

答	

児
童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
事

や
背
景
等
は
様
々
で
、
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
研
修
に
よ
り
指
導
員
の
専
門

性
を
高
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
指
導
・
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問	

３
年
度
４
３
６
人
で
あ
っ
た

不
登
校
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
市
所
有

の
施
設
を
利
用
で
き
な
い
か
。

答	

５
年
度
に
第
３
の
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
、
市
の

施
設
利
用
や
民
間
と
の
連
携
な
ど
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

山
林
と
農
地
の
保
全

問	

豊
岡
地
区
北
部
と
磐
田
原
台

地
を
取
り
囲
む
山
腹
の
山
林
の
保

全
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答	
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
豊

岡
地
区
北
部
の
山
林
の
見
え
る
化

や
大
学
と
連
携
し
た
広
葉
樹
林
化

の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問	

耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す
取
組

の
状
況
と
成
果
、
今
後
の
課
題
は
。

答	

荒
廃
農
地
再
生
事
業
に
よ
り
、

４
年
度
は
95
ア
ー
ル
を
解
消
す
る

見
込
み
で
あ
る
。
課
題
は
小
規
模

就
農
制
度
の
活
用
や
、
従
来
の
補

助
制
度
の
見
直
し
で
多
様
な
担
い

手
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

物
価
高
騰
か
ら
守
る
施
策

問	

国
、
県
、
市
の
事
業
者
支
援

制
度
の
活
用
状
況
は
。

答	

県
に
よ
る
経
済
変
動
対
策
貸

付
が
あ
り
、
県
と
連
携
し
、
最
大

１
・
４
％
上
乗
せ
の
利
子
補
給
を

実
施
し
て
い
る
。
４
年
度
は
５
０

０
件
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

問	

事
業
者
の
負
担
軽
減
、
事
業

継
続
へ
の
直
接
支
援
の
拡
充
策
は
。

答	

今
後
も
複
数
年
度
に
わ
た
る

利
子
補
給
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

市
内
中
小
企
業
等
の
新
た
な
売
上

創
出
、
販
路
開
拓
へ
の
取
組
に
対

す
る
支
援
の
た
め
、
５
年
度
に
既

存
補
助
制
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

予
定
し
て
い
る
。

市
民
要
望
の
諸
課
題

問	

旧
市
民
文
化
会
館
等
跡
地
の

利
用
の
検
討
状
況
、
今
後
の
進
め

方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答	

改
め
て
市
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。
市
長
の
任
期
中
に
は
方
向
性

を
示
し
た
い
。

問	

展
示
施
設
の
設
置
を
求
め
る

要
望
へ
の
対
応
は
。

答	

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

で
き
る
施
設
を
調
査
す
る
な
ど
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

児
童
館
に
代
わ
る
施
設
の
調

査
研
究
、
検
討
状
況
と
今
後
の
整

備
計
画
の
方
向
性
は
。

答	

県
内
他
市
を
視
察
す
る
な
ど

調
査
検
討
し
て
き
た
。
子
ど
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
等
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問	

待
機
児
童
が
10
人
以
上
い
る

富
士
見
小
、
東
部
小
、
大
藤
小
、

豊
岡
北
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答	

富
士
見
小
と
東
部
小
は
、
引

き
続
き
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。
大
藤
小
は
向
陽
学
府
一

体
校
整
備
に
合
わ
せ
て
児
童
ク
ラ

ブ
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、
そ

れ
ま
で
は
特
別
教
室
を
利
用
し
て

運
営
し
、
豊
岡
北
小
も
同
様
の
方

法
に
よ
り
運
営
し
て
い
く
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
な
い
人

問	

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
不
在
の
方
へ

の
対
応
の
現
状
や
課
題
は
。

答	

例
年
50
件
程
度
対
応
し
て
い

る
。
主
な
相
談
内
容
は
、
賃
貸
住

宅
の
保
証
人
、
入
院
や
治
療
の
同

意
を
求
め
る
人
及
び
金
銭
管
理
を

す
る
人
が
い
な
い
な
ど
で
あ
る
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
不
在
の
方
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
く
。

問	

関
係
機
関
連
携
の
現
状
は
。

答	

転
院
や
福
祉
施
設
へ
の
入
所

な
ど
、
対
応
が
難
し
い
場
合
も
あ

る
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応

し
て
い
る
。
複
合
的
に
関
わ
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
の

総
合
相
談
の
窓
口
が
関
わ
り
、
対

応
し
て
い
く
。

市
の
諸
課
題

問	

民
間
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
は
。

答	

学
校
や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

以
外
に
居
場
所
を
求
め
た
い
と
考

え
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、

動
向
等
を
確
認
す
る
中
で
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
、
ま
た
、
居
場
所
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
団
体
等
へ
の
支
援

や
連
携
な
ど
、
様
々
な
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問	

地
域
活
性
化
の
た
め
、
使
用

し
て
い
な
い
公
共
施
設
を
地
域
や

民
間
が
活
用
す
る
こ
と
の
考
え
は
。

答	

新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

売
却
等
を
基
本
に
進
め
て
い
く
が
、

運
営
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
効

率
的
・
効
果
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、

地
域
へ
の
貸
出
や
民
間
活
用
な
ど

も
検
討
し
た
い
。

問	

20
代
か
ら
30
代
の
移
住
者
が

減
少
し
た
結
果
の
受
け
止
め
は
。

答	

４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

20
代
、
30
代
の
転
入
・
転
出
の
状

況
は
、
男
性
が
72
人
の
転
入
超
過

に
対
し
、
女
性
は
１
５
２
人
の
転

出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
に

も
っ
と
本
市
に
残
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
方
策
を
考
え
る
こ
と
が
課

題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
、
体
力
向
上
、

健
康
を
守
る
施
策

問	

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
市
と

し
て
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答	

こ※
４
ど
も
基
本
法
の
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
権
利
が
尊

重
さ
れ
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
施
策
の
推
進
と
事
業
の
実
施

を
進
め
て
き
た
。
今
後
、
子
ど
も

た
ち
の
権
利
を
守
り
、
保
障
す
る

た
め
の
総
合
的
な
条
例
の
制
定
に

向
け
、
検
討
を
進
め
た
い
。

問	

４
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能

力
・
運
動
習
慣
等
調
査
の
本
市
の

結
果
と
分
析
、
対
策
は
。

答	

小
中
学
生
と
も
、
ほ
と
ん
ど

の
種
目
で
全
国
ま
た
は
県
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
中
学
生
の

ボ
ー
ル
投
げ
と
握
力
、
小
学
生
の

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
は
全
国
・
県
平
均

を
下
回
っ
て
お
り
、
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
農
業
政
策

問	
新
規
就
農
の
現
状
は
。

答	
認
定
新
規
就
農
者
は
、
５
年

１
月
末
現
在
で
17
人
お
り
、
平
成

24
年
度
の
支
援
開
始
以
降
、
離
農

し
た
方
は
い
な
い
。

問	

本
市
の
食
料
自
給
率
の
現
状

と
食
料
自
給
率
を
高
め
る
施
策
は
。

答	

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
食
料

自
給
率
は
県
が
７
％
、
本
市
は
18

％
で
あ
る
。
食
料
自
給
率
を
上
げ

る
た
め
、
生
産
量
の
維
持
拡
大
の

取
組
や
学
校
給
食
等
へ
の
地
産
地

消
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

環
境
基
本
政
策
の
充
実

問	

公
共
施
設
に
電
気
自
動
車
の

充
電
設
備
等
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答	

充
電
技
術
の
発
達
や
次
世
代

自
動
車
等
の
普
及
を
正
し
く
把
握

す
る
中
で
、
総
合
的
な
検
討
を
行

い
、
計
画
的
に
導
入
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問	

既
存
公
共
施
設
等
へ
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

答	

５
年
度
に
設
置
の
可
能
性
を

調
査
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

不登校などの教育課題について／
山林と農地の保全について

物価高騰から市民の暮らしと中小業者の経営を守る施策につ
いて／教育の諸課題について／市民要望の諸課題について

キーパーソン（身寄り）がない人について／
市の諸課題について

子どもの権利、体力向上、健康を守る施策を／
持続可能な農業政策を／環境基本政策の充実を

市民と創る磐田　山 下 千 賀 子 議員日本共産党磐田市議団　根 津 康 広 議員

せいわ会　平 田 直 巳 議員日本共産党磐田市議団　高 梨 俊 弘 議員

一 括
質 問

一 問
一 答

一 問
一 答

一 問
一 答

1415



市
政
の
諸
課
題

問	

空
き
家
率
が
国
や
県
よ
り
低

か
っ
た
理
由
に
対
す
る
見
解
は
。

答	

独
自
の
施
策
と
し
て
中
古
建

物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
空
き
家
の
除

去
に
係
る
補
助
制
度
の
創
設
等
に

取
り
組
ん
だ
成
果
と
考
え
て
い
る
。

問	

民
間
と
協
力
し
た
空
き
家
対

策
は
、
人
口
を
増
や
す
効
果
的
な

施
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答	

空
き
家
の
流
通
に
は
所
有
者

へ
の
意
識
啓
発
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
よ
る
中
古
住
宅
の
利
用
促

進
に
努
め
、
空
き
家
相
談
会
を
開

催
し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
な
る

連
携
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問	

コ
ロ
ナ
禍
で
も
生
活
保
護
の

延
べ
人
数
が
微
増
な
の
は
、
体
裁

や
所
有
不
動
産
等
に
よ
り
申
請
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が

見
解
は
。

答	

複
数
の
困
窮
者
支
援
策
が
実

施
さ
れ
、
生
活
保
護
の
申
請
に
は

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と

考
え
る
。
不
動
産
等
の
所
有
で
申

請
で
き
な
い
と
考
え
る
方
も
い
る

が
、
生
活
保
護
制
度
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
上
で
、
制
度
利
用

の
意
思
確
認
を
し
て
い
る
。

問	

人
の
動
き
が
少
な
い
の
は
市

内
の
経
済
活
動
の
停
滞
、
縮
小
が

考
え
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

答	

人
の
動
き
と
経
済
活
動
の
関

連
性
等
は
明
確
な
指
標
が
な
い
が
、

人
口
増
加
は
経
済
成
長
を
も
た
ら

す
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
注
視
し

政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

教
育
格
差

問	

コ
ロ
ナ
禍
で
学
習
等
の
機
会

が
失
わ
れ
た
小
中
学
生
の
現
状
は
。

答	

学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
実
施
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の

学
習
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
個
に
応
じ
た
指
導
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
。
家
庭
環
境

の
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
一
人
一
人

の
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

教
育
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

市政の諸課題について／教育格差について
磐田の底力　柏 木 　 健 議員

一 括
質 問

※
１　
静
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
（
Ｐ
12
）

　
静
岡
県
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
環
境
づ
く
り
」
の

一
環
と
し
て
、「
静
岡
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
お
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
っ
た
二
人
が
協
力
し

て
共
同
生
活
を
行
う
こ
と
を
宣
誓
し
、
県
が
そ
の
宣
誓
書
を
受
領
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。

※
２　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
Ｐ
12
）

　
会
議
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
集
団
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
支
援
す
る

行
為
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
、
専
門
的
に
担
当
す
る
人
物
の
こ
と
で
す
。

※
３　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
（
Ｐ
13
）

　
国
内
外
の
芸
術
家
等
が
一
定
期
間
滞
在
し
、
様
々
な
交
流
を
通
し
て
創
作
活
動

等
に
有
益
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

※
４　
こ
ど
も
基
本
法
（
Ｐ
15
）

　
次
代
の
社
会
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
が
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を

築
き
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
権
利
の
擁
護
が
図
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一般質問
用語解説

　パソコンのほか、スマートフォ
ンやタブレット端末からも、本会
議、予算決算委員会の模様を視
聴することができます。生中継・
録画中継を配信しておりますの
でぜひご覧ください。

　視覚障害のある方のため、声
による議会だよりを制作してい
ます。CD 版をご希望の方は議
会事務局までご連絡ください。
また、市議会ホームページでも
公開していますので、ご利用く
ださい

スマートフォン等からも
議会を視聴できます

声の議会だよりを
ご利用ください

磐田市議会　インターネット中継 検 索
クリック

T o p i c s

オンライン会議方式による
行政視察受入れ

４年度議会報告会実施報告書を
市長へ提出

地域コミュニティの推進に
関する提言書を市長へ提出

　東京都東久留米市議会自民クラブの皆さんの
行政視察(オンライン会議方式)を受入れました。
テーマは「３年度に市議会に導入されたタブレッ
ト端末について」です。視察では、タブレット
端末導入の経緯や活用の状況などについて説明
するとともに、質疑応答を行いました。

　実施報告書は、４年度議会報告会の視聴実績とい
ただいたご意見、ご質問に対して、市議会としての
回答を整理し、まとめたものです。市民の皆様から
のご意見を市政の参考にしてもらうため、市長へ提
出しました。
　市長からは、「報告書の内容を参考にしたい。これか
らも市民の声を市に届けてほしい」と話がありました。

　本市議会では、総務委員会において、４年度
所管事務調査事項である「地域コミュニティ」
の調査・研究をする中で、特に「小規模多機能
自治」について、先進自治体の視察や意見交換
などを行い、認識を深めてきました。その結果、
地域コミュニティの推進に関する提言を取り
まとめ、市長に提出しました。

１

３

２
17

15

３

I n f o r m a t i o n
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　４年４月から５年3月までの間に、市議会ご意見ポ
ストにお寄せいただいた市民の皆さまからのご意見と
回答の一部を紹介します。

他県が物価上昇のためいろいろ
な支援を発表するなか、市独自の子育て支
援や臨時給付金などは実施しないので
しょうか。

子育て等独自支援について

その他いただいた主なご意見

担当課に確認したところ、市と
しては５年２月時点では物価上昇に着目
した支援は検討していないものの、誰もが
安心できる子育ては重要と考えており、子
育て支援として、国や県の財源を活用した
妊娠、出産届出後の経済的支援や、妊娠期
から子育て期まで一貫した保健師等によ
る伴走型支援など、可能なことから実施し
ていきたいとのことでした。
　市議会としましては、子育て世帯への支
援は重要であると認識しておりますので、
引き続き市執行部の対応を注視してまい
ります。

市議会ホームページを見たので
すが、氏名、生年月日だけでなく、住所、電
話番号までも掲載されていて驚きました。
誰でも閲覧できる場で、氏名、生年月日、住
所、電話番号を掲載するのは危険ではない
でしょうか。掲載しなければいけない理由
があるとしたら知りたいです。

市議会議員の住所等の公表について

議員紹介は、議会の見える化と
して議員を身近に感じていただけるよう
にするとともに、議員は公務に就いている
公人であることから、市民の皆さんに問い
合わせ先をお示しするために掲載をして
います。また、これらの情報の掲載は、個々
の議員に可否を確認したうえで行ってい
ます。

●バス停の待合について
●国分寺再建について
●市議会インターネット中継について
●ＹｏｕＴｕｂｅでの情報発信について
●ペット同伴避難所について

令和４年度議会報告会を開催しました
　市議会では、議会基本条例に基づき議会報告会を開催しています。今年度も新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、会場開催を取りやめ、12月12日から議会ホームページへ動画を掲載する形式で開催
しました。映像により、議会としての取組とあわせ、総務、民生教育、建設産業の常任委員会及び特別
委員会からそれぞれの所管のテーマについて報告し、議会ホームページ上などによりアンケート形式で
意見をお聞きしました。
　ここではその一部をお知らせします。
　なお、皆さまからいただいたご意見は、実施報告書の形で市議会ホームページにおいて紹介しています。

・災害支援の様子もよく分かりました。
・今後も住みやすい磐田市になるように頑張ってください。
・高齢者の介護や医療・地域の困りごとなどを抱えるようになり、今回初めて報告会資料を見させて

いただきました。改めて、これからのことは自分事としてとらえていく必要があると思いました。
・日頃の困ったことや過ごしにくいことを行政に伝える手段が難しく、最近ではネットツールが最適

かと思います。また、目安箱のように書いて投函できるものも良いと思います。

動画掲載とあわせて、交流センターなどに報告会資料を配架しました

議会報告会アンケート結果(n=35）（アンケート実施期間令和４年12月12日から令和４年12月26日まで）

ご覧になった方の感想（アンケートから一部抜粋）

動画は引き続き議会ホームペー
ジに掲載しておりますので、ぜ
ひご覧ください。

議会報告会資料 動画イメージ 磐田市議会報告会

悪い
2.9％

未回答
14.2％

良い
40％

どちらとも
言えない
42.9％

【映像による議会報告会について】

短い
2.9％

無回答
11.4％

ちょうどよい
57.1％

映像を
見ていない
29％

【映像時間について】

その他3.6％ 議会・議員の役割
12.4％

議会・議員
の活動
26.8％

地域の課題
42.9％

【今後の議会報告でテーマにしてほしいこと】

予算の内容
14.3%
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　学校帰りに親友の姿を撮影しました。
　水面に映る夕日や、シルエットを写せるように逆
光で撮影しました。
　広がる未来が、この夕日のように輝かしいもので
あってほしいという願いを込めて撮影しました。
　こんな風に親友と過ごせる時間は長いようで、
きっとあっという間です。この時間を大切にしてい
きたいと思います。

表紙の写真 磐田東高等学校　２年生

写真部　田
た な か

中　泉
み ゆ う

祐  さん

【広報広聴委員会】
■委 員 長：小柳貴臣　　■副委員長：江塚　学
■委　　員：本間昭男、八木義弘、芥川栄人、虫生時彦、根津康広

　２月定例会は主に「新年度予算」を審議
し、決定しています。市民生活のどこにお金
をかけようとしているのか、磐田市が何を目
指しているのか、「予算」にはっきりと現れ

ます。今回はその内容を「いわた羅針盤」で紹介していま
す。少しでも興味・関心を持っていただけるよう編集をし
ていますので、是非お読みください。 （根津康広）

編 集

後 記

次回は7月1日発行予定です。

本会議
（採決）
本会議
（採決）

本会議
（議案上程ほか）
本会議

（議案上程ほか）

日
5/7

14

21

28

8

15

22

29

9

16

23

30

10

17

24

31

11

18

25

6/1

12

19

26

2

13

20

27

3

月 火 水

月 臨 時 会 の 予 定
（5月18日～5月25日）

5

木 金 土

日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記
者の手配等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局（電
話 0538-37-4822、ファックス0538-37-4845）までお問い合わ
せください。

※いずれも午前10時から

■ 賛否の分かれた議案
会派名

件　名
志政会

９人（※）
せいわ会

６人
新磐田
３人

市民と
創る磐田

３人

日本共産党
磐田市議団

２人
公明党磐田

２人
磐田の底力

１人 結果

５年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
５年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
５年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
※志政会の会派人数は９人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた８人で行います。　　　　　　　　　　　　　   ○：賛成　×：反対
■ その他本会議で議題となった案件
⑴　磐田市議会議員の派遣

審 議 結 果
■全会一致により可決・同意された議案　
⑴ ４年度一般会計補正予算（第 10 号）
⑵ ３年度旧磐田市民文化会館・旧磐田市文化振興セン

ター解体撤去整備工事請負契約の変更
⑶ ４年度一般会計補正予算（第 11 号）
⑷　 〃　国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
⑸　 〃　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑹ 　〃　下水道事業会計補正予算（第３号）
⑺ 　〃　病院事業会計補正予算（第４号）
⑻ ５年度駐車場事業特別会計予算
⑼　 〃　後期高齢者医療事業特別会計予算
⑽　 〃　介護保険事業特別会計予算
⑾　 〃　広瀬財産区特別会計予算
⑿　 〃　岩室財産区特別会計予算
⒀　 〃　虫生財産区特別会計予算
⒁　 〃　万瀬財産区特別会計予算
⒂　 〃　水道事業会計予算
⒃　 〃　病院事業会計予算
⒄ 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正
⒅ 手数料条例の一部改正　
⒆ 国民健康保険条例の一部改正
⒇ 急患センター条例の一部改正

㉑ 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正

㉒ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正

㉓ 市立幼保連携型認定こども園設置条例等の一部改正
㉔ 放課後児童クラブ条例の一部改正
㉕ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正
㉖ 小中一貫教育の推進等に係る市費負担教員の任用等

に関する条例の一部改正
㉗ 学術交流振興基金条例を廃止する条例の制定
㉘ 静岡地方税滞納整理機構規約の変更
㉙ ㉚ 財産の取得の変更
㉛ ４年度一般会計補正予算（第 12 号）
㉜ 副市長選任の同意
㉝ 固定資産評価委員選任の同意
㉞ 人権擁護委員の候補者推薦
㉟ 保育士の配置基準の見直し及び処遇改善を求める意見書
㊱ 「住民が自らの暮らしを良くする地域コミュニティの

推進」に関する決議

磐田市議会だより

ら し ん ば ん
No.90

令和５年２月定例会
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